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　平成 30年 11月 26日中央教育審議会答申「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」では、大学教育

改革の方向性として、各高等教育機関がそのミッションに基づき、学修者が「何を学び、身につけることができ

るのか」を明確にし、学修成果を実感できる教育を行い、そのことが確認できるような多様で柔軟な教育体制を

保証することが掲げられています。

　本学 FD 委員会も、効果的な授業設計やアクティブ・ラーニングの推進など、主体的に考える力を育成する仕

組みに取り組んできましたが、今後は個々の授業改善だけでなく、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリ

シー、アドミッション・ポリシーに基づく教育の質保証及び学修成果の把握・可視化に向けた組織的な取組が求

められている状況です。

　2019年度は、学問分野の特色に応じた教育の質保証及び学修成果の把握・可視化に向けて、2018年度学長

重点施策方針「部局 FD 活動等の推進」を引き継ぎ、FD 委員会の年間テーマを「学修成果の可視化に向けた効

果的な部局 FD 活動の推進」と定めました。年度当初に各部局 FD 委員との個別ヒアリングを実施し、各部局の

状況と今後の方針を共有した結果、各部局 FD 委員のご尽力により、法学部２件、経済経営学部１件、理学部１

件、都市環境学部１件、システムデザイン学部３件、健康福祉学部１件の部局 FD セミナーの開催につなげるこ

とができました。また、一昨年度から年４～５回実施している「アクティブ・ラーニング手法紹介セミナー」（大

学教育センター共催）を、昨年度に引き続き荒川キャンパスでも開催し、学修成果の把握に有効とされるルーブ

リックの活用について、教員間の情報共有と対話を行うことができました。また、理系部局から要望のあった、

理系エリアでの FD セミナー開催も、来年度には実現させる方針です。

　全学 FD 活動としては、４月に新任教員研修（教育力向上 FD セミナー「効果的な授業設計方法を学ぼう！－

シラバスの書き方から評価まで－」と連携）及び TA 初任者研修、６月は「TA 制度の有効活用に向けた教員向け

の取組」（e ラーニング教材の視聴及び TA 活用調査アンケート）、そして７月には立命館大学教育開発推進機構

の沖裕貴教授とリクルート進学総研の小林浩所長をゲスト・スピーカーとする FD・SD セミナー「高大社接続に

おける学びの展開」（総務部総務課共催）、さらに 11月には TA 情報交換会及び産業技術大学院大学情報アーキ

テクチャ専攻の小山裕司専攻長をゲスト・スピーカーとする FD セミナー「学修成果の把握と評価、そして可視

化に向けて～学生が成長を実感できる評価方法、可視化のあり方とは～」をそれぞれ実施しました。教育の質保

証及び学修成果の把握・可視化に向け、時宜を得た取組内容であると自負しております。

　2020年度以降も、東京都立大学 FD 委員会として、全学的な FD セミナー、アクティブ・ラーニング関連セミ

ナー、TA 活用支援及び各種アンケートを企画・実施していくと同時に、部局 FD セミナーをより一層充実させる

ための支援や、学生の視点を取り入れた FD 活動等、よりきめ細かい活動を展開していく所存です。学生や教員

に過度な負担をかけない教育体制のもと、学生自身が目標を意識しつつ主体的に学修し、その成果を適切に評価

し、さらに必要な学びに踏み出していく、自律的な学修者となることを願ってやみません。

（ぜひ、FD 委員会 HP もご覧ください：https://www.comp.tmu.ac.jp/FD/）
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